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第四章

一イイススは、其（その）
門徒（もんと）を
得（え）、
及（およ）び
洗（せん）を
授（さづ）くることイオアンよリ
多（おほ）きを、ファリセイ
人（じん）が
聞（き）きたりと、
知（し）りし
時（とき）、
二（
然（しか）れどもイイスス
親（みづか）ら
洗（せん）を
授（さづ）けしに
非（あら）ず、
其門徒（そのもんと）
此（これ）を
爲（な）せり、）
三
乃（すなはち）イウデヤを
離（はな）れて、
復（また）ガリレヤに
往（ゆ）けり。
四
彼（かれ）サマリヤを
過（す）ぐべきに
由（よ）りて、
五サマリヤの
邑（まち）シハリと
名（な）づくる
處（ところ）に
來（きた）れり、イアコフが
其子（そのこ）イオシフに
與（あた）へたる
地（ち）に
近（ちか）し。
六
彼處（かしこ）にイアコフの
井（ゐ）あり。イイスス
旅（たび）に
疲（つか）れて、
井（ゐ）の
傍（かたはら）に
坐（ざ）せり。
時（とき）
約（およそ）
六時（ろくじ）なり。
七サマリヤの
婦（をんな）
水（みづ）を
汲（く）む
爲（ため）に
來（きた）れり。イイスス
之（これ）に
謂（い）ふ、
我（われ）に
飲（の）ましめよ。
八
蓋（けだし）
其門徒（そのもんと）は
食（しょく）を
市（か）はん
爲（ため）に
邑（まち）に
往（ゆ）けり。
九サマリヤの
婦（をんな）
彼（かれ）に
謂（い）ふ、
爾（なんぢ）はイウデヤ
人（じん）たるに、
如何（いか）にして
我（われ）サマリヤの
婦（をんな）に
飲（の）むを
求（もと）むるか。
蓋（けだし）イウデヤ
人（じん）とサマリヤ
人（じん）とは
相（あひ）
交際（かうさい）せざるなり。
一〇イイスス
之（これ）に
答（こた）へて
曰（い）へり、
若（も）し
爾（なんぢ）は、
神（かみ）の
賜（たまもの）、
及（およ）び
我（われ）に
飲（の）ましめよと、
爾（なんぢ）に
言（い）ふ
者（もの）の
誰（たれ）たるを
知（し）らば、
爾（なんぢ）
自（みづか）ら
彼（かれ）に
求（もと）めん、
而（しかう）して
彼（かれ）は
爾（なんぢ）に
活（い）ける
水（みづ）を
與（あた）へん。
一一
婦（をんな）
彼（かれ）に
謂（い）ふ、
主（しゅ）よ、
爾（なんぢ）に
汲（く）む
器（うつは）なく、
井（ゐ）も
亦（また）
深（ふか）し、
然（しか）らば
何（いづれ）より
爾（なんぢ）に
活（い）ける
水（みづ）あるか。
一二
爾（なんぢ）
豈（あに）
我（わ）が
祖（ちゝ）イアコフより
大（おほい）なるか、
彼（かれ）は
我等（われら）に
此（こ）の
井（ゐ）を
與（あた）へ、
己（おのれ）も、
其諸子（そのしょし）も、
其家畜（そのかちく）も、
之（これ）より
飲（の）みたり。


一三イイスス
答（こた）へて
謂（い）へり、
凡（およ）そ
此（こ）の
水（みづ）を
飲（の）む
者（もの）は、
復（また）
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